
超電導リニアの概要

■試験車両 ■システム構成イメージ

■駆動の原理

■山梨リニア実験線図 ■試験最高速度の変遷
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※JR東海は、平成２５年８月に山梨リニア実験線全線で走行試験を再開。

段階的に１２両編成まで長編成化し、実用化に向けた各種の確認試験を実施。

○超電導とは、極低温において電気抵抗
が0になる現象。例えば、ニオブ・チタン
合金ではマイナス269℃という液体ヘリ
ウムに浸した場合に超電導状態となる。

○車両を継続的に１０ｃｍ以上浮上させる
強力な磁力を発生。

車両に取り付けた超電導磁石と浮上コイルによ
り浮上し、超電導磁石と推進コイルによるリニア
モータにより駆動する。

○推進力 ○浮上力
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